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未来へ根付け！高校生が育てたオニバスを移植 
～地域と連携したネイチャーポジティブを実現する川づくり～ 

昭和５０年代、百間川ではオニバスが群生して

いましたが、外来動物のカメなどに食べられ、数

の減少が進む中、岡山河川事務所では、二の荒手

周辺に生息していた絶滅危惧種のオニバスにつ

いて、工事実施の際に二の荒手下流たまり等への

移植を行うなど、保全の取組みを行ってきまし

た。 

一方、オニバスの保全について、岡山県立岡山操山高等学校の生物部の生

徒たちがオニバスの保護・育成に取り組んでおり、校内池で栽培し、オニバス

を育てています。 

今回、育てたオニバスを百間川に移植する取組みを生徒たちと実施します。 

■移植作業実施日 
令和 8 年 7 月 17 日（金） １３：３０～1４：４５ 
※悪天候で延期する場合、前日（16 日（木）17：00）に岡山河川事務所のホーム 

ページ（https://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/）でお知らせします。 
※延期の場合：令和 8 年 7 月 24 日（金） 1４：０0～1５：１５ 

■実施場所 
百間川左岸 3ｋ000 付近（岡山県岡山市中区沖元） 
清内橋上流（別図-1 参照） 

■その他 
現地は駐車スペースが狭いため、取材される方は１６日（木）１７：００迄にご連絡くだ
さい。先着順となりますがご了承ください。   
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発表者 国土交通省 中国地方整備局  
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※ 岡山操山高等学校ホームページ（https://www.sozan.okayama-c.ed.jp/） 

※ オニバスの生態等は別紙-2 を参照 
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問い合わせ先：国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所   
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TEL  086-223-5101（代表） 

086-223-5187（流域治水課直通） 

URL  https://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/    

岡山河川事務所では、X(エックス)による情報発信も行っています。    

岡山河川事務所 HP 

岡山操山高等学校のオニバス育成活動 

岡山操山高等学校 HP 引用 



別紙-1 

■オニバス移植実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●：最寄りの公衆トイレ位置   ※国土地理院引用 
対岸河川敷公園内 
（実施場所から対岸上流へ約 700m、 

徒歩約 15 分） 

 

 

 

■実施スケジュール 

時 間 内 容 

13：30～13：45 開始挨拶、趣旨説明 

13：45～14：３０ オニバス移植作業 

14：３０～1４：４５ 作業の感想（高校生より）、終了挨拶 

 

■その他注意事項等 

・駐車スペースが狭いため、駐車の際は係員の指示に従ってください。 

・移植作業位置周辺は足場が悪く狭隘なため、集合・待機場所からの移動時には係員

の指示にしたがってください。 

・最寄りの公衆トイレは対岸にある河川敷公園内になります（対岸へ渡り上流へ約

750m、徒歩約 15 分）。 

 ・足場が悪く汚れやすいため、長靴等の着用をお願いします。 

 ・熱中症対策のため、こまめな水分補給と適度な休憩をしっかりと行っていただきま

すようお願いします。   
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別紙-2 

■オニバスについて 

種名 オニバス  Euryale ferox （スイレン科） 

選定 

状況 

「環境省第 5 次レッドリスト」（環境省、令和 7 年）の「絶滅危惧Ⅱ類（VU）」 

「岡山県版レッドリスト 2025」（岡山県、令和 7 年）の「絶滅危惧Ⅱ類」 

一般 

生態 

池や沼に生える一年草の浮葉植物。植物全体に鋭い棘がある。根茎は短く、多数の根を束

生する。葉は根生し、芽生えの初期には水中に出し、3～4 枚目からは水面に出す。浮葉は長

柄があり、円形、楯状につき、裏面は紫色になる。成長した葉は径 30～150cm、ときに 2ｍ

を越える。開放花は長い花柄の先につけ、水面に出し咲き、径約 4cm。花弁は多数で、紫色。

閉鎖花は水中につける。花期は 8～10 月。果実は楕円形～球形で、刺がある。種子は球形で、

肉質の種衣がある。 

岡山県南部のため池，用水路に生育する。以前は各所で見られたが、次第に減少している。

生育する場所でも、毎年、見られることは少なく、また、池の改修により池底に眠っていた

種が発芽することがあるなど、生育状況は不安定である。本州、九州に分布する。 

参考文献）「岡山県版レッドデータブック 2020」（岡山県、令和 2 年） 

 
生育個体（二の荒手下流）（撮影：H28.9.12） 

 
開花状況（撮影：H28.9.12） 

 


